
８ 麦・大豆の生産性向上支援

＜対策のポイント＞
農業者の急減が見込まれる中、作業労働時間が短く水稲等と作業ピークが異なる麦・大豆は国民生活や農業経営において重要な作物である一方で、単収

が低いことや気候変動の影響を受けやすく供給が不安定などの課題があります。
安定供給に向けた取り組みを推進するとともに、生産性向上に向けて、適切な輪作体系や団地化、ブロックローテーションの構築等を進めつつ、排水対策等
の基本技術や多収品種等の導入等の取組を推進することが重要です。
このため、地域の実情に配慮して、水田・畑にかかわらず、生産性向上の取組に対し、収量に応じた面積払いにより支援します。

＜事業の内容 ・ イ メージ＞

令和９年度予算概算要求額 事項要求（前年度 ー ）

対象作物：
・麦（小麦、二条大麦、六条大麦、はだか麦）
・大豆

支援単価等：
適切な輪作体系や団地化、ブロックローテーションの構築等を進めつつ、

排水対策等の基本技術や多収品種等の導入等の生産性向上の取組を
行う者に対して、収量に応じた面積払いにより支援します。

水田・畑における営農体系や生産コスト等を踏まえて、農業者の努力が
報われるものとなるよう、それぞれ設定します。

※ 単収向上に関しては、都道府県別の単収をその基準とすることを基本とし、地域差
に配慮した形とするとともに、災害等のやむを得ない事情による単収減についても配
慮するなど、地域の実情にあった形での支援を検討します。

   なお、地域の平均単収を一定以上下回る場合は支援は行いません。

地域の平均単収

支援単価
（万円/10a）

-α 単収
（kg/10a）

収量に応じた面積払い

［お問い合わせ先］ 農産局穀物課 （03-6744-2108）
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